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午前１０時００分 開議

○岡田議長 これより本日の会議を開きます。

この際、御報告申し上げます。

本 日の 会議に 説明 の ため出 席を 求め た者の 職氏 名は、 報告 書の

とおり御了承願います。

な お、 本日の 議事 日 程は、 配付 して おりま す日 程書の とお り行

いたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～

第１ 市政一般に対する質問

○岡 田議 長 そ れで は 、日程 第１ 、市 政一般 に対 する質 問を 行い

ます。

順次発言を許します。

初めに、森谷議員。

〔森谷議員質問席へ〕

○森 谷議 員 お はよ う ござい ます 。新 ファミ リア の森谷 司で ござ

いま す。 今日か ら３ 月 定例議 会が スタ ートし て、 トップ バッ ター

で務 めさ せてい ただ き ます。 今回 、米 子市と 淀江 町の合 併に つい

て、 それ から生 活習 慣 病につ いて の大 要２点 でお 伺いい たし ます。

最 初に 、米子 市と 淀 江町の 合併 につ いてで ござ います けれ ども、

今年 ３月 に米子 市、 淀 江町、 合併 ２０ 周年を 迎え ます。 その 成果

と課題について、市長の総括をお願いいたします。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ れま で 合併２ ０周 年と いうこ とで ござい ます が、

平成 １６ 年に定 めま し た米子 市・ 淀江 町新市 まち づくり 計画 と、



それ から 平成１ ８年 に 定めて 、そ の後 、適宜 更新 をして きま した

新米 子市 の総合 計画 に 基づき まし て、 合併特 例債 などを 活用 しな

がら 、道 路や河 川、 学 校など の社 会イ ンフラ の整 備と併 せま して

様々 なソ フト事 業を 推 進して まい りま した。 当時 の厳し い財 政状

況の 中、 適切な 行政 サ ービス の提 供と 財政基 盤の 確立を 両立 する

こと がで きたと 考え て ござい ます 。ま た、近 年で は平成 ３０ 年に

淀江 振興 本部を 設置 い たしま して 、伯 耆古代 の丘 公園の 無料 化や

淀江 どん ぐりこ ども 園 の整備 、あ るい は淀江 球場 グラウ ンド 改修

など 淀江 エリア のま ち づくり にも 努め てきた とこ ろでご ざい ます。

今 後に つきま して は 、コミ ュニ ティ バスの 充実 やＪＲ 淀江 駅の

改修 など 公共交 通の 利 便性を 高め つつ 、淀江 エリ アが有 する 歴史

や文 化資 源を活 用し た さらな るに ぎわ い創出 を図 りなが ら、 町な

かと郊外の一体的な発展を目指していく所存でございます。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 あ りが と うござ いま す。 合併と いう ことも あり ます

ので 、ち ょっと 淀江 町 に関す るい ろん な質問 をし ていき たい と思

いま すけ れども 、ま ず 、東大 人文 学部 が令和 ４年 から当 面５ 年間

の予 定で 立ち上 げた 淀 江研究 のプ ロジ ェクト がご ざいま す。 昨年

１１ 月３ ０日に コン ベ ンショ ンセ ンタ ーで第 ３回 シンポ ジウ ムが

開催 され 、私も 参加 し てきま した 。そ の中身 は、 「現代 によ みが

える 上淀 廃寺の 魅力 」 という タイ トル の講演 でご ざいま して 、こ

のシ ンポ ジウム は米 子 市、一 般財 団法 人米子 市文 化財団 の共 催と

なっ てお ります ので 、 それに 関す るち ょっと 質問 をして いき たい

と思 いま す。東 大人 文 学部が 軸に 上淀 廃寺に 関す るシン ポジ ウム

及び 研究 をされ てお り ますけ れど も、 この取 組の 評価を 伺っ てま



いります。

○岡田議長 中久喜淀江支所長。

○中 久喜 淀江支 所長 東大人 文・ 淀江 プロジ ェク トの評 価に つい

てで ござ います けれ ど も、本 プロ ジェ クトは 令和 ４年４ 月に ５か

年計 画で 立ち上 がっ た プロジ ェク トで ござい ます 。当該 プロ ジェ

クト を円 滑、か つ効 果 的に進 める ため 、令和 ６年 度から 本市 と東

京大 学と は受託 研究 契 約を締 結い たし まして 、事 業実施 に係 る経

費を 令和 ６年度 から ８ 年度ま での ３か 年間支 援す ること とし てお

りま す。 東京大 学が 淀 江地域 を調 査し 、淀江 地域 が朝鮮 半島 から

の大 陸文 化伝来 にど の ように 関わ った かを研 究す ること によ りま

して 、淀 江地域 の考 古 学的価 値の 確立 、認知 度向 上につ なが ると

とも に、 日本海 域の 文 化交流 史分 野の 発展を 促す ことに つな がる

という具合に考えております。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 支 所長 の 答弁に もあ りま したけ れど も、東 京大 学が

淀江 地域 を調査 して 、 その淀 江地 域が 朝鮮半 島か らの大 陸文 化伝

来に どの ように 関わ っ ている かと いう ことを 研究 してい くと 。淀

江地 域の 考古学 的な 価 値の確 立、 認知 度向上 につ ながる よう にと

いう発言がございました。ありがとうございます。

そ れで は、こ うい う 東京大 学の 取組 も含め て、 本市に おけ る今

後の方向性についてお伺いしたいと思います。

○岡田議長 中久喜淀江支所長。

○中 久喜 淀江支 所長 本市の 今後 の方 向性に つい てでご ざい ます

けれ ども 、まず は本 プ ロジェ クト が実 のある もの になる よう 、東

京大 学と 連携を 密に し て取り 組み たい という 具合 に考え てお りま



す。 この プロジ ェク ト により まし て、 歴史文 化遺 産とし ての 地域

資源 の価 値を再 認識 い たしま して 、郷 土愛の 醸成 などに 寄与 する

とい う具 合に考 えて お ります 。本 プロ ジェク トが きっか けと なり

まし て東 京大学 と関 わ りを持 つに 至っ たこと はま たとな い機 会と

考え てお ります 。今 後 、本市 と東 京大 学の関 係が 継続し て発 展を

すればいいのではないかという具合に考えております。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 本 当に 本 市と東 京大 学が こうい うプ ロジェ クト 、関

係持 って やって いた だ けると いう こと で非常 に期 待して おり ます

ので、よろしくお願いいたします。

続 きま して、 淀江 町 のまち づく り事 業につ いて の質問 をさ せて

いた だき ます。 歩い て 楽しい まち づく り事業 もＪ Ｒ米子 駅を 軸に

今、 推進 されて いる と 思いま すけ れど も、そ こで お伺い した いの

は、 ＪＲ の駅、 そし て また地 域活 性化 として 全国 に広が って る道

の駅 、こ れはど うし て も駅と いう ネー ミング なん ですけ ども 、こ

の駅の持つ役割についてお伺いいたします。

○岡田議長 中久喜淀江支所長。

○中 久喜 淀江支 所長 役割に つい てで ござい ます 。まず 、駅 につ

いて でご ざいま すけ れ ども、 通勤 や通 学、観 光等 のため 、鉄 道に

乗降 する 施設と して の 役割の ほか バス 、タク シー などの 交通 機関

と接 続し 、乗り 継ぎ が 行われ る交 通の ハブ施 設と しての 役割 、各

地域 の玄 関口と して の 役割な ど多 面的 な機能 を持 ってい ると いう

具合に考えております。

次 に、 道の駅 につ い てでご ざい ます けれど も、 道路利 用者 に安

全で 快適 な道路 交通 環 境を提 供す るこ とや地 域振 興の場 とな るこ



とを 目的 といた しま し て、市 町村 等が 一般道 に設 置する 休憩 施設

で、 主な 役割と いた し まして は、 ２４ 時間無 料で 利用で きる 駐車

場と トイ レを備 える 休 憩施設 とし ての 役割、 道路 情報や 地域 の観

光情 報な ど情報 発信 施 設とし ての 役割 、地域 振興 施設と して の役

割などがあるという具合に考えております。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 駅 とか 道 の駅、 これ は言 われる よう に、休 憩施 設、

観光 など の情報 発信 施 設、地 域振 興施 設とし ての 役割が ある とい

うことで理解できました。

こ の質 問しま した の は、今 後、 ＪＲ 淀江駅 がど ういう ふう に改

装さ れる かとい うこ と に対し てち ょっ と期待 があ りまし て、 質問

させ てい ただい てお り ますけ れど も、 ＪＲ駅 も、 また地 方に おい

ては どん どん無 人化 に なる駅 が増 えて るとい うこ とも聞 いて おり

ます 。そ の無人 駅の 活 用でフ リー マー ケット をし たり、 様々 な工

夫し 、努 力され てる と いうこ とも 聞い ており ます 。身近 には 鳥取

県八 頭町 の隼駅 は隼 ラ イダー の聖 地と 言われ て、 昨年は 第１ ４回

隼駅 まつ りを開 催し て 、 2,５ ０ ０ 台 、 そ し て 2,７ ０ ０ 名 が 集 合 し

た と 。 こ れ も 駅 の 活 用 という こと の一 つの実 績と いいま すか 、情

報で はな いかと 思っ て おりま すの で、 今後、 ＪＲ 淀江駅 の活 用の

方向 性と して、 この 駅 を軸と した 何か 構想が ある のかな いか をお

伺いいたします。

○岡田議長 中久喜淀江支所長。

○中 久喜 淀江支 所長 淀江駅 を軸 とし た構想 につ いてで ござ いま

す。 まず 、ＪＲ 淀江 駅 ですけ れど も、 伯耆古 代の 丘公園 や淀 江ゆ

め温 泉な どの観 光施 設 や上淀 白鳳 の丘 展示館 、上 淀廃寺 跡な どの



歴史 施設 の近く に位 置 してお りま して 、観光 面及 び文化 面に おけ

る淀 江エ リアの 玄関 口 でござ いま す。 これま でも 淀江駅 は、 今年

度も 実施 してい ただ き ました けれ ども 、淀江 小中 学校の 生徒 によ

る清 掃活 動や地 域の 学 生やボ ラン ティ アなど によ り花壇 整備 が行

われ るな ど、地 元住 民 にとっ ても 憩い の場と して 愛着を 持っ て利

用さ れて いると ころ で ござい ます 。来 年度は 新米 子市発 足２ ０周

年、 伯耆 古代の 丘開 園 ３０周 年を はじ め「や りす ぎ淀江 伝説 」の

続編 を活 用した 仕掛 け づくり や伯 耆古 代の丘 エリ ア活性 化構 想の

更新 など 淀江の 地域 資 源の磨 き上 げの 重要な 年だ という 具合 に認

識し てお りまし て、 地 域関係 者の 声も よく伺 いな がら、 今後 、再

整備 され る駅の 利活 用 を含め 、淀 江エ リアの にぎ わい創 出を 図っ

てまいりたいという具合に考えております。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 お っし ゃ るとお りに 、本 当にＪ Ｒ淀 江駅の 活用 は、

これ は本 当に大 きな 可 能性を 秘め てい ると思 いま す。伯 耆古 代の

丘エ リア 活性化 を含 め た淀江 町の いわ ゆるミ ニ観 光案内 所の よう

な役 割と か、ま た地 元 の方々 の憩 いの 場、交 流の 場にな るこ とも

また期待しておりますので、よろしくお願いいたします。

淀 江町 はまさ に文 化 と名水 の里 と言 われて おり ます。 そし て、

あえ てこ の淀江 の問 題 取り上 げて おり ますの は、 米子市 は韓 国束

草市 と姉 妹都市 提携 を 結んで 、今 年が ３０年 とな る歴史 があ りま

す。 また 、米子 －ソ ウ ル空港 との 国際 便も３ 月末 から週 ５回 にな

ると 。そ してま た、 東 海と境 港市 を結 ぶ貨客 船も 運行し てる とい

う意 味に おいて は、 私 が考え るに は最 大のイ ンバ ウンド を期 待す

る国 はこ ういっ た陸 、 空も含 めて 韓国 かなと 思っ ており まし て、



その 意味 からも 東京 大 学が淀 江地 域を 調査し て、 淀江地 域が 朝鮮

半島 から 大陸文 化伝 来 にどの よう に関 わった かを 研究し てい ると

いう 、ま た、そ うい っ た学術 的な 発表 もあり まし たし、 また 以前

も質 問し ました けど も 、草野 慎一 先生 の邪馬 台国 の首都 は米 子説

とい う、 こうい った 淀 江地域 の考 古学 的価値 も併 せて非 常に 淀江

は魅 力的 な一つ の古 代 文化の 原石 のよ うなと ころ かと思 って おり

ます ので 、今後 の淀 江 町への 取組 にお けるビ ジョ ンを市 長に お伺

いしたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 淀 江地 域 につき まし ては 、ここ には ４つの 国の 指定

史跡 がご ざいま すし 、 また天 の真 名井 や本宮 の泉 をはじ めと する

名水 がご ざいま す。 水 と緑と 史跡 のま ちとし てそ の特色 を生 かし

たま ちづ くりを これ ま でも進 めて きた ところ でご ざいま す。 東大

人文 ・淀 江プロ ジェ ク トです とか 、あ るいは 先般 発行し 、ま た今、

第二 弾の 発行の 準備 も してお りま す「 やりす ぎ淀 江伝説 」の 、こ

れの 発行 ですと か天 の 真名井 水車 復活 プロジ ェク トへの 支援 、あ

るい は伯 耆古代 の丘 公 園の年 次的 整備 などは その 一環で あり まし

て、 今後 も歴史 と文 化 に根差 した まち づくり とい たしま して 、文

化財 や歴 史遺産 を保 護 し、そ の価 値を 周知す ると ともに 、伯 耆古

代の 丘エ リアの にぎ わ いづく りに 取り 組みた いと 考えて おり ます。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 あ りが と うござ いま す。 韓国の 方は 特に山 登り が好

きだ とい うふう に聞 い ており ます ので 、願わ くば 大山登 山、 そし

て降 りて きて、 下山 し て、伯 耆古 代の 丘とか 上淀 廃寺を 観光 して、

皆生 温泉 に泊ま って い ただく とい うプ ランを ぜひ 前向き に考 えて



いた だけ たらと いう ふ うに思 いま す。 淀江は 古代 史の文 化遺 産の

宝庫 でも あり、 東大 人 文学部 が注 目し ており ます ので、 この 取組

を大いに期待しておりまして、この質問を終えたいと思います。

続 きま して、 ２点 目 、生活 習慣 病に ついて の質 問をさ せて いた

だきます。

ま ず、 以前は 成人 病 という 名称 でご ざいま した けれど も、 今、

生活 習慣 病とい う名 称 になっ てお りま す。こ れが いつ、 また 、そ

の名称が変わった背景についてお伺いいたします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 成人病 が生 活習 慣病と 呼ば れるよ うに なっ

た時 期や 背景に つい て でござ いま すが 、平成 ８年 に、当 時の 厚生

省公 衆衛 生審議 会の 審 査結果 を受 けて 、成人 病が 生活習 慣病 と呼

ばれ るよ うにな った と ころで ござ いま す。成 人病 は加齢 が原 因で

発症 、進 行する 病気 と されて おり まし たが、 子ど もの頃 から の生

活習 慣の 積み重 ねが 疾 病の発 症や 症状 の進行 に深 く関与 して いる

こと が明 らかに なり ま して、 生活 習慣 を改善 する ことで 疾病 の発

症、 進行 が予防 でき る という 認識 を国 民に醸 成す るため 、生 活習

慣病と呼ばれるようになったところでございます。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 厚 生労 働 省の資 料に より ますと 、生 活習慣 病と いう

のは 食習 慣、運 動習 慣 、休養 、喫 煙、 お酒な どの 生活習 慣が その

発症 、進 行に関 与す る 原因で ある とい うふう に定 義され てい ると

いう ふう に伺っ てお り ます。 今後 、生 活習慣 病に 対する 一つ の本

市の取組がフレイル事業だというふうに理解しております。

そ こで 本市に おけ る フレイ ル事 業に ついて お伺 いいた しま す。



フレ イル 対策事 業の 令 和６年 度と 令和 ７年度 の当 初予算 額を お伺

いいたします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 令和６ 年度 のフ レイル 対策 に係る 予算 額は

一般 会計 と介護 保険 事 業特別 会計 分を 合わせ ます とおよ そ１ 億２

６０ 万円 でござ いま し た。ま た、 令和 ７年度 の予 算額は これ と同

程度 の１ 億２７ ０万 円 を計上 して いる ところ でご ざいま す。 令和

７年 度は ６５歳 以上 の 対象者 へフ レイ ル度チ ェッ クの案 内を 継続

する こと に加え 、健 康 ポイン トの 対象 者や付 与ポ イント の上 限を

拡充 する 予定と して お ります 。ま た、 スポー ツジ ムや文 化教 室等

に一 定期 間通わ れた 方 へイン セン ティ ブを付 与す るなど フレ イル

予防 の実 践と習 慣化 を 促す事 業に も注 力いた しま して、 展開 した

いと考えているところでございます。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 そ れで は 、本市 が取 り組 んでい らっ しゃい ます フレ

イル事業、この成果と課題についてお伺いいたします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 フレイ ル対 策事 業の成 果と 課題に つい てで

ござ いま すが、 今年 度 のフレ イル 度チ ェック の集 計結果 を見 てみ

ます と、 ２月末 現在 で 健康の 割合 が前 年度末 に比 べ 4.４ ポ イ ン ト

増 加 す る と と も に 、 プ レ フレ イル で 0.８ ポ イ ン ト 、 フ レ イ ル が 3.

６ ポ イ ン ト 、 い ず れ も 減 少 し て お り ま す。ま た、 フレイ ル対 策拠

点で 行っ ている 「ふ ら っと、 運動 体験 ！！」 や各 地区公 民館 等で

のリ モー ト運動 体験 は 実施回 数と 参加 者数が いず れも前 年度 の 1.

４ 倍 程 度 に 増 加 す る 見 込 み で ご ざ い ま して、 フレ イル予 防の 取組



の裾 野が 広がっ てい る と感じ てい ると ころで ござ います 。一 方、

課題 とい たしま して 、 フレイ ル度 チェ ックの 実施 割合や 予防 実践

教室 等へ の男性 の参 加 が少な いこ とが 上げら れま す。引 き続 き、

教室 参加 者を通 じた 小 まめな 声か けや 勧誘な ど、 男性参 加者 を促

したいと考えております。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 私 もフ レ イル教 室、 ちょ っと顔 出し たこと ある んで

すけ ど、 やっぱ り圧 倒 的に女 性、 婦人 の方が 多く て、男 性の 方が

少な い。 ３対１ か、 ４ 対１ぐ らい の割 合で男 性が 少ない かな とい

うの は非 常に印 象に 残 りまし た。 ずっ とフレ イル 対策事 業を 推進

され て、 それが 健康 寿 命に効 果出 てる という こと を、ま た思 って

おりますし、期待はしております。

そ こで 成人病 は加 齢 が原因 で発 症、 進行す る病 気と言 われ てお

りま すけ れども 、し か し、先 ほど の答 弁で、 子ど もの頃 から の生

活習 慣の 積み重 ねが 疾 病の発 症や 症状 の進行 に深 く関与 して ると

いう こと が明ら かと い うふう に述 べら れまし た。 正しい 食習 慣を

身に つけ るため には 若 いとき から 取り 組む必 要が ござい ます 。子

ども たち の正し い食 習 慣、つ まり 家庭 、そし て学 校給食 に願 われ

てる こと が大き いか と 思って おり ます 。２０ ０５ 年に食 育基 本法

が制定され、２００８年には学校給食法が改定されました。

そ こで お伺い いた し ます。 学校 給食 法の７ つの 目標に つい てお

伺いいたします。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 学 校給 食法の ７つ の目標 につ いて

のお 尋ね でござ いま す が、目 標は 学校 給食法 第２ 条に掲 げら れて



おり まし て、学 校給 食 を実施 する に当 たりま して 、義務 教育 にお

ける 教育 の目的 を実 現 するた めに 達成 される よう 努める こと とさ

れて いる 目標で ござ い まして 、具 体的 には適 切な 栄養の 摂取 によ

る健 康の 保持増 進を 図 ること 、日 常生 活にお ける 食事に つい て正

しい 理解 を深め 、健 全 な食生 活を 営む ことが でき る判断 力を 培い、

及び 望ま しい食 習慣 を 養うこ と、 社交 性及び 協同 の精神 を養 うこ

と、 生命 及び自 然を 尊 重する 精神 を養 うこと 、勤 労を重 んず る態

度を 養う こと、 伝統 的 な食文 化に つい ての理 解を 深める こと 、生

産、 流通 及び消 費に つ いて正 しい 理解 に導く こと 、以上 の７ つの

目標が設定されているところでございます。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 あ りが と うござ いま す。 先ほど 言わ れまし たよ うに、

７つ の目 標の中 に、 特 に２番 目で すね 、日常 生活 におけ る食 事に

つい て正 しい理 解を 深 め、健 全な 食生 活を営 むと いうふ うに うた

って ござ います 。健 全 な食生 活は 大切 である 、こ れは当 然の 結論

なん です けども 、で は 、実際 の学 校給 食が児 童生 徒に健 全な 食生

活の 指導 ができ てる か どうか とい うこ とをち ょっ と確認 した いと

思っております。

千 葉県 は子ど もの 生 活習慣 病に つい て特に 取り 組んで る県 の一

つか と思 います けれ ど も、千 葉県 は、 平成２ ０年 から２ ２年 度の

千葉 県の 学童期 から の 生活習 慣病 予防 事業の 報告 による と、 個人

の自 覚と 努力に 加え 、 家庭、 学校 、地 域等の 社会 全体に よる 啓発

支援 が必 要であ ると 、 そして 生活 習慣 の基礎 が形 成され る学 童期

に適 切な 習慣を しっ か りと身 につ ける ことで 生涯 にわた る予 防効

果が 期待 できま すと 、 また子 ども も大 人も家 族み んなで 一緒 に取



り組 むこ とが成 功の 秘 訣であ ると いう ふうに 報告 されて おり ます。

また 、福 島県立 医科 大 学の見 解に より ますと 、朝 の欠食 、夜 食、

早食 い、 運動不 足、 睡 眠不足 など の生 活習慣 によ ってお なか に内

臓脂 肪型 肥満の 状態 と なって 、こ れが 小児生 活習 慣病、 すな わち

高血 圧、 脂質異 常、 耐 糖能異 常を 起こ す要因 とな ります と、 幼児

期の 肥満 は約３ ０％ 、 学童期 の肥 満が 約４０ ％、 思春期 の肥 満が

８０ ％が 成人肥 満に 持 ち越さ れ、 成人 の生活 習慣 病の原 因に もな

り得ますというふうに福島県立医科大学の報告がございました。

そ こで お伺い した い と思い ます 。子 どもの 生活 習慣病 の一 つに

肥満 がご ざいま すけ れ ども、 鳥取 県全 体でど うな のか、 どう でし

ょう か、 子ども たち の 肥満傾 向に つい てのお 伺い をした いと 思い

ます。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 鳥 取県 の子ど もの 肥満傾 向に つい

ての お尋 ねでご ざい ま すが、 令和 ６年 度の学 校保 健統計 調査 の結

果に より ますと 、鳥 取 県にお きま す肥 満傾向 児の 出現率 は５ 歳か

ら１ ７歳 まで全 ての 年 齢で全 国を 下回 ってい ると いう状 況で ござ

います。以上です。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 あ りが と うござ いま す。 鳥取県 は全 国より はい い傾

向と いう か、５ 歳か ら １４歳 まで が全 国より も下 回って いる とい

う報 告で ござい まし た 。でも 、全 国的 には今 、ど んどん 増加 して

ると いう 傾向も あり ま すので 、鳥 取県 にとっ てゼ ロでは ない とい

うこ とだ と思い ます の で、し っか りと 取り組 んで いただ きた いと

思います。



文 部科 学省の デー タ により ます と、 我が国 では １９７ ０年 代後

半か ら２ ０００ 年代 前 半に向 けて 食生 活やラ イフ スタイ ルの 変化

など によ って男 女と も に子ど もの 肥満 の割合 が増 加して ると いう

こと もデ ータ的 にも 出 てます 。特 に２ ０１６ 年か ら再び 増加 傾向

に転 じて 、２０ ２０ 年 では１ １歳 男児 の１ 3.３ １ ％ 、 女 児 の 9.３

６ ％ が 肥 満 度 ２ ０ ％ 以 上 の 肥 満 傾 向児 である とい うふう に、 これ

全国 のデ ータな んで す けども 、そ うい うふう なデ ータも 出て おり

ます 。小 児生活 習慣 病 のみな らず 、成 人期に 発症 する生 活習 慣病

を予 防す る意味 にお い て、子 ども たち の肥満 に対 する早 期発 見、

早期 治療 が大切 かと い うふう に言 うこ とがで きま す。そ して 、子

ども の生 活習慣 病の 予 防とい う観 点で は、学 校給 食を生 かし た食

育が 重要 である と私 は 考えて おり ます 。学校 給食 の目標 であ る健

全な 食生 活、営 むこ と できる 判断 力を 養うこ とが できれ ば、 子ど

もの生活習慣病の予防につながってまいります。

私 は以 前から 学校 給 食の問 題に つい てオー ガニ ック給 食と いう

こと を取 り上げ てお り ますけ れど も、 オーガ ニッ ク給食 を実 施す

るこ とに よって 子ど も の食へ の関 心が 高まる 、そ して子 ども たち

がよ り健 全な食 生活 を 送るき っか けに なると いう 、そし てこ のオ

ーガ ニッ ク給食 を実 施 すれば 、子 ども たちだ けで はなく て、 家庭

にも 健康 のため の食 文 化とい うも のが 広がっ てい くとい うふ うに

考え てお ります ので 、 ちょっ とオ ーガ ニック 給食 に対す る質 問さ

せて いた だきま す。 オ ーガニ ック 給食 を全国 の市 町村、 どの くら

い実施されてるかをお伺いいたします。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 オ ーガ ニック 給食 を実施 して いる



全国 の市 町村の 数に つ いての お尋 ねで ござい ます けれど も、 農林

水産 省が 実施い たし ま した令 和４ 年度 におけ る有 機農業 の推 進状

況調 査に よりま すと 、 令和４ 年度 末の 時点で 学校 給食で 有機 食品

を利用している市町村数は１９３でございます。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 こ の１ ９ ３って いう のは 本当に まだ まだこ れか らか

なと は思 います けど も 、特に 、先 ほど 言いま した ように 、千 葉県

が子 ども たちの 生活 習 慣病に 対す る取 組が熱 心で あると いう ふう

に報 告し ました けど も 、千葉 県の 中の いすみ 市は オーガ ニッ ク給

食で 全国 から注 目さ れ ている 一つ のと ころだ とい うふう にも 聞い

てお りま す。オ ーガ ニ ック給 食は お金 がかか ると いうこ とも あり

ます けれ ども、 みど り の食料 シス テム 戦略推 進交 付金の うち 有機

農業 産地 づくり 推進 と いう面 では 有機 農業の 全面 的な拡 大に よっ

て生 産、 それか ら消 費 は一貫 した 取組 をする こと によっ て、 消費

の中 でも 特に学 校給 食 の利用 によ って オーガ ニッ ク栽培 が有 効的

な一つの基盤、実績をつくってるというふうに聞いております。

そ れで は、最 後、 お 伺いい たし ます 。学校 給食 を食育 の視 点か

ら進 化さ せるた めに オ ーガニ ック 給食 を実施 する 価値が ある と思

いま すけ ども、 子ど も たちの 健康 の食 習慣の 第一 歩とし て、 オー

ガニ ック という 前に 、 まず、 有機 米給 食、こ れか らスタ ート した

らど うか なとい うふ う に思っ てお りま すので 、御 見解を お伺 いい

たします。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 有 機米 を使っ た給 食から 始め ては

どう かと いうお 尋ね か と思い ます が、 有機米 につ きまし ては 、環



境へ の負 担軽減 など の 利点に つい て一 定の評 価が あるこ とは 認識

して いる ところ でご ざ います 。し かし ながら 、安 定的な 調達 が困

難で あっ たり、 さら に は価格 が高 額に なると 予想 される こと もご

ざい まし て、有 機米 を 学校給 食に 導入 する考 えは ござい ませ ん。

以上です。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 有 機米 を 学校給 食に 導入 する考 えは ないと いう 答弁

でご ざい ました けれ ど も、ほ かの 議員 も言わ れた かと思 いま すけ

ど、 米子 、本当 に米 子 という 名前 から いって も米 どころ です から、

せめ てお 米、有 機米 を 中心と した 学校 給食の 取組 という こと を一

つは 期待 すると ころ な んです けど も、 教育に は知 育、体 育、 徳育、

食育 の４ つがご ざい ま す。そ の中 でも 特に近 年、 この徳 育と 食育

に対 する 取組が 若干 弱 くなっ てる かと 思いま す。 しかし 、こ れは

子ど もた ちの心 身の 健 全な成 長と いう 意味で は徳 育、そ して 食育、

これ は重 要だと いう ふ うに考 えて おり ます。 子ど もたち の生 活習

慣病 を取 り上げ たの も 、この 問題 を個 人の自 覚と 努力に 加え て、

そし て家 庭、学 校、 地 域等の 社会 全体 による 啓発 、支援 が必 要だ

とい うふ うに考 えて お ります 。ぜ ひ米 子市は 本当 に米ど ころ です

から 、有 機米給 食か ら スター トし て、 そのこ とに よって 元気 な子

ども たち が成長 する こ とによ って 、医 療費も 削減 できた り、 また

有機 米給 食とい うこ と で子育 て世 代の 家庭が 米子 に移り たい とい

う若 い世 代も増 えて い くかと 思い ます ので、 今後 、また 期待 して

おり ます ので、 よろ し くお願 いい たし ます。 以上 で終わ りま す。

ありがとうございました。


